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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· ８月29日の院内研修の掲示が出ています。当日の勤務を確認し、出欠を付けるようにして下さい。

· 学術の抄録が戻ってきている為、早急に訂正し再提出して下さい。

＜利用者様情報＞

・川口　律子様

　　9：30「昨日夜眠れなかった。朝に目が上がったから帰りたい。」と話して来られています。帰宅後どのように過ごすのか尋ねると、「帰って寝る」と話されている為、帰って寝てしまうと夜眠れなくなる可能性があり、生活リズムを乱す原因にもなる為、日中はデイケアで過ごすように説明すると納得され、定時まで過ごす事が出来ています。

・中村　与一郎様

昨日13：30頃、体の振戦が２～３秒見られています。振戦が起こった際にスタッフより声を掛けると震えは治まり「疲れたときたまになるんです。」と話されています。その後体調不良の訴えは聞かれずに過ごされています。

・北嶋　剛様

昨日、12日の通所についてお盆の来客があるのでデイケアを欠席すると連絡受けています。その際に、デイケアの特定の女性メンバーに対して好意を寄せている事を相談してこられています。

８／５来所時に預かった昼食後薬1包は「まだ、飲んでない分もあるので大丈夫です。来週、もらいます。」との事。服薬規律を守るようアドバイスしています。

・麦沢　守様

本日、外来受診にて来院の為、現在の状況など伺っています。求職中であり、青明舎をしばしば利用していると話されています。デイケア通所促していますが、「インターネットが使えないから」と拒否されています。来週行事がある事を説明すると「行こうかな」と話されている為、行事などの連絡を取りたい時にはどのように連絡すればよいか尋ねると携帯電話の番号を教えてくださっています。自宅への連絡については「あれこれ聞かれて、尋問されてるみたいで嫌だ。」と拒否されています。デイケア登録については、「一応登録はそのままで」と話されていますが、今後仕事が見つかった際のことも考え、登録をどのようにするのか考える様に説明しています。仕事の話が進みそうであれば随時連絡を頂きたい事も併せて説明しています。

・山田　健次様

「最近、悩みが多く、本当は膝関節痛の為休んでいたのではなくその悩みで休んでいた。」と話されています。悩みについては、自分の精神疾患に関してのことと話され、薬を飲み続けることや、通院を続けているということは、本当は自分の病気はどんどん悪くなっているのではないかと考えてしまうと話されています。再発予防の為にも服薬は続ける必要があること、服薬をしっかりと守れていれば日常生活も円滑に保つことが出来る事を説明し、再発しない為にも日中の活動の場としての幸房やナイトケアが大切である事を説明すると、納得されています。

＜利用者様情報・検討＞

· 平　康子様（56）　統合失調症

青山荘より、自炊をするようになってから食事摂取量が増加してきており、間食も見られるようになってきた。その為食費も１ヶ月にかなりの金額を要しており、運動も行わなくなってきていると情報を受け、昨日面談を行っています。

面談前の体重　67.5kg。最近体重が増加してきていることについて本人と話し合い、本人から

①　暑いなどの気候を理由にウォーキングを最近行っていない

②　間食をするようになり、飲み物はジュースや砂糖を入れたコーヒーを飲むようになっている

③　食事作りの際に多量に作る為、食べ過ぎている

という理由が挙げられています。今後の対策を本人と話し合い、

1 予算と分量を考えて作るようにする

2 デイケア通所前に3000歩　歩行してから通所する

（雨の日等天候の悪い時には、青山荘の廊下を歩行してから通所する）

としています。来週の盆明けから開始することとしており、万歩計の歩数など記録する表を作成したので、後日本人と話し合い掲示する場所を決めていきます。

　面談の中で、鈴木恵美子様からあすなろ交流会参加した時にお金を貸してくれと言われ2000円貸したこと、それ以前からお金を貸してほしいと言われ怖くて断れない為にお金を貸した事がしばしばあった事や、財布の中から勝手にお金を持っていかれたことがある事を報告されています。スタッフから鈴木様に対して貸し借りについて話して欲しいと希望が聞かれていますが、話した事でもっとひどい事を言われたり、関係が崩れてしまうことやデイケア通所しにくくなるのではないかという事を気にされています。


スタッフ側としても、今後の対応を話し合う事を説明しています。話し合った内容について後日、平様へ伝えることで了承を得ています。

対応として・財布を本人が持って歩いている為、貴重品はロッカーなどの鍵のかかる場所に保管し、不安であればロッカーの鍵を再度スタッフへ預けることを提案する。

　　　　　・鈴木恵美子様とスタッフで面談し、平様の名前を伏せた状態で事実確認を行う。スタッフも何度か物のやり取りをしている現場を目撃している為、デイケアのルールも合わせて説明する。

　　　　　・ジュース代など、度々せがまれる事があると話されている為、鈴木様の金銭的な情報を本人に確認する。

　　　　　・鈴木様は何度も金銭や物のやり取りでトラブルとなっている為、ご家族へも連絡しデイケアでの本人様の様子を報告する。

　　　　　・鈴木様や平様の様子について変化のあった際には随時カルテへ記載し、主治医へ報告していく。

